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BRL 28500 (Clavulanic acid-Ticarcillin)の 臨 床 使 用 経 験

深 谷 一 太

横浜逓信病院内科

新 しい型 の抗生物質BRL28500を,2例 の胆道感染症 と2例 の肺炎の計4例 の感染症 に使用 し

た。

マイ コプラズマ肺炎の1例 を除外 し,3例 有効 と判定 され,副 作用 ・検査 値異常 はみ られなかっ

た。

BRL 28500は,clavulanic acid (CVA)とticar-

cillin(TIPC)を1:15の 比率 で配合 され た 製剤 であ

り,TIPCが 不活化酵 素によ り分解を うけるのを阻止 し,

その本来の抗菌力を発揮で きる ように改良 されている。

したがって,TIPC耐 性菌に対 しても,か な りの程度 に

抗 菌力が回復 し,セ フ笛ム系抗生物質(CEPs)に 圧 倒

された ペ ニシリン系抗生物質(PCs)の 巻 きかえ しとい

うことができる。

本剤についての小臨床使用経験を述ぺる。

I.方 法および成績

胆嚢炎2例,肺 炎2例 の4例 に,皮 内反応施行後 本剤

1回3.29(CVA 0.29+ TIPC 3.09)1日2回,ソ リ

タT8な どの輸液200m1ま たは500m1に 溶解 し,60

分 ない し,120分 かけ て点滴静注 し,6～7日 間施行 し

た。

臨床効果判定は,も っぱ ら臨床症状 の経過観察か ら行

い,白 血球数 ・CRP・ 血沈値な どの検査所見 と,胸 部X

線写真 を参考 とした。

そ の成績一覧お よび臨床検査所見の推移 はTable1お

よびTable2の ようである。

個 々の症例 について略述す る。

症 例1は 胆石を有す る胆嚢炎 で,本 剤3.2gを ソリタ

T3 500mlに 溶解 して,60分 間かけ,1日2回7日 間点1

滴静注 した。

腹痛 消失 し,順 調に下熱 し,白 血球数 も正常化 し有効

とした。

症例2は 胆石 の存在 の不明瞭な胆嚢炎 との診断で,本

剤3.29を 朝 は ラ クテ ヅク500mlに 溶解 して120分 間

をかけ,夕 方 は ソリタT3200mlに 溶解 して60分 間か

けて7日 間点滴 静注 した。

腹痛消退 し,白 血 球数正常化,CRP陰 性とな り,有効

と判定 した。

症例3は 陳旧性肺結核 を有す る例 に起っZた 蹄炎であ

り,入 院時喀痰 よりS. pyogemsが 分離 され彪。本剤翫2

9を ソ リタT3 200mlに 溶解 し,60分 間かけ,1日2

回6日 間点滴静注 した。

臨床症状軽快 し,胸 部X線 上 の肺炎陰影消失 し,CRP

好転 し,臨 床的に有効 と判定 した。起炎菌 と考えられた

S.pyogenesは 消失 した。

症例4は 肺炎例で,本 剤 歌29を ソリタT3500mlに

溶解 し,120分 間かけ1日2回7日 間点滴静注した。

臨床症状軽快 し,胸 部X線 上 の肺炎陰影消退 し,白血

球数正常化,CRPお よび血沈好転 し,一 旦有効と判定

した。

Table 1 Clinical results with BRL 28500
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Table 2 Laboratory findings

B: Before treatment A: After treatment

本例で投与後血清K値 が5.8mEq/1と 高値 であった

が,検体に溶血があったため と考え られた。

本例では,マ イコプ ラズマIHA反 応抗体価 が1280×

まで上昇したので,事 後的にマイ コプ ラズマ肺炎 と診断

された。 入院日の検疾で,S.Pyogenesが 検 出され てお

り,混合感染と考え られな くもなか ったが,細 菌学的効

果については,投 与中か ら後 にかけて検査が行われ てい

なかったこともあ り,不 明 とした。 また,最 終的には臨

床効果判定か らも除外とした。

4例 を通 じて,副 作用お よび検査値異常 は認め られな

かった。

II.考 察

私の小経験か ら,本 剤の臨床 におけ る価値を論ず るこ

とは到底できないが,副 作用 を認めなか った ことを第一

として,従 来 の諸報告 にあ るように有用な薬剤 であ ると

の印象 を うけた。

CVAに ついては,す で に経 口剤 と してamoxicillin

(AMPC)と の合剤augmentinが 用 い られ,そ の 有用

性が保証 され ている ところであ り,今 回その溶解性 の よ

さを利用 して,TIPCと の合剤 とされ て も,同 様 の有用

性 を有 しているこ とが十分示 唆され た。

本剤は第3世 代セ フェム系注射剤 でえられ る効果 と匹

敵す る成績が,呼 吸器 ・尿路な ど日常遭遇す るこ との多

い感染症 で得 られ てお り王),CEPsに 伍 して,さ ら に安

全性の大い さを謳 って存在す る価値 を保つ であろ う。
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CLINICAL RESULTS WITH BRL 28500
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A new combined type antibiotic , BRL 28500 was administered to four patients with infectious dis-
eases, of whom two had biliary tract infection and other two had pneumonia .

Three patients responded with good clinical results . One case was excluded because of mycopla-
smal pneumonia . Neither adverse effect nor abnormal laboratory findings were observed .


